






”
　それぞれの地域にあった支え合いの仕組みづくりを目指す、生活支援体制整備事業が始
まっています。大刀洗町には既に行われている活動や行事がたくさんあります。そこで、まずは
既に行われている取り組みから、地域にある“つながり”を再発見できるような情報を発信し
ていきたいと考えています。
　今回は大刀洗校区の南部コミュニティーセンター 地域づくり部会が実施する「校区巡回
バス」の取り組みを紹介します。

生活支援
体制整備事業
のページ

生活支援
コーディネーターとは？

介護保険制度において、地域で
の支え合いの仕組みづくりをサポ
ートしていくことを目的として、各
市町村に配置され、「地域で暮ら
す人」と「支援する人やサービス」
をつなぐ役割を担っています。

ゆめマートに買い物へ
行くのが楽しみです。
とても助かっています。

Q.バスの運行はどのようにして決まったのですか？
A.南部コミュニティーセンター地域づくり部会で、「交通手段に困る人たち
のためにバスが必要では？」との声があがり、既に巡回バスを運行してい
た、小郡市の御原校区を見学に行きました。地域づくり部会で話し合いを重
ね、“まず、やってみることが大事！”ということで、運行が決定しました。

Q.実際に運行が始まってみていかがですか？
A.毎回、5～９名の利用があっています。乗られる人たちの声を聞くと、「これからも続けていかな
くては！」という気持ちになります。昔、「20代は自分のために頑張る。30代・40代は家族のため
に頑張る。50代は地域のために頑張る。」と教えてもらった意味を実感しています。今は、大刀洗
校区だけでの取り組みですが、他の校区とも連携し、幅を広げていけたらいいなと思っています。

堀内 弘樹  さん
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